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研究成果の概要（和文）：本研究は、社会的ネットワークの枠組みの下で、人が属するグループの活動パターン
をよりよく理解するために、共同意思決定過程の観察とモデル化の手法を開発することを目指した。主な業績は
： a) Googleマップの履歴データを用いた共同行動の検出可能性を評価した。b)社会的ネットワーク形成をシミ
ュレーションするモデルを開発した。c)グループ属性を考慮した外食の目的地選択モデルを推定した。d)グルー
プ活動における意思決定過程の観測手法を提案した。なお、COVID-19のパンデミックのため、パンデミック時の
交通行動変化に対する社会的影響も考慮するように、本プロジェクトの範囲を拡大した。

研究成果の概要（英文）：This project was aimed at better understanding travel behavior in the 
context of social networks and social effects. Different from traditional travel behavior models, we
 aimed to develop methods to (i) observe joint decision-making processes and (ii) model these joint 
processes in order to gain a better understanding of activity travel patterns. The achievements of 
this project can be summarized as follows: (a) evaluated the use of Google Maps location history 
data to detect joint activities. (b) developed a model to simulate social network formation from 
panel data, (c) estimated a destination choice model of joint eating out activities explicitly 
incorporating group-level attributes (d) develop ed a novel methodology for observing the joint 
decision-making process of travel choices.Furthermore, as a result of the COVID-19 pandemic, we 
extended the scope of this project to also consider social influence in travel behavior changes 
during the pandemic. 

研究分野： 都市交通計画
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
交通研究の分野において、世帯外の社会的相互作用は最先端のモデルでも十分に考慮され
てきていない。多くの活動・交通行動に関連する意思決定は、個人が孤立した状態でなされるのではなく、社会
的ネットワークとの直接的または間接的なインタラクションの結果である。従って、次世代の行動モデルを開発
するために、この意思決定メカニズムを解明は不可欠である。本研究は、(i)ネットワーク生成モデルの提案、
（ii)グループ活動における意思決定過程の観測手法の開発とグループ活動の行動モデル開発でその取り組みに
寄与している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

交通研究の分野において、世帯外の社会的相互作用は最先端のモデルでも十分に考慮されてき

ていない。多くの活動・交通行動に関連する意思決定は、個人が孤立した状態でなされるのでは

なく、社会的ネットワークとの直接的または間接的なインタラクションの結果であることを考

えれば、この事実は当分野の研究を大きく制限している。例えば、日本において外出同伴活動が

外出活動全体に占める割合は、頻度でみると平日は 4 割弱，週末は 6 割弱であり、活動時間で

みると平日は 2 割強，週末は 5 割弱であり（銭、Troncoso Parady et al., 土木学会論文集 2019）、

人々の活動パターンの重要な部分である。 

２．研究の目的 

本研究では、(1)社会的ネットワーク構造を明示的に考慮するための調査手法を開発した上でデ

ータを収集し、(2)社会的相互作用が異なる意思決定タイムフレームの活動・交通行動に与える

影響を実証的に明らかにすることを目的とする。なお、COVID-19 のパンデミックのため、パン

デミック時の交通行動変化に対する社会的影響も考慮するように、本研究の範囲を拡大した。 

３．主な研究サブプロジェクト 

以上の目的を達成するため混合研究法で進めて、本報告書は以下のサブプロジェクトに着目す

る： 

a) 実験による Google マップロケーション履歴を用いて同伴活動検出有効性の評価。 

b) 活動参加を通じたソーシャルネットワーク発展過程のモデル化。 

c) グループ効用を考慮した行動モデルの開発。 

d) テキストコミュニケーションを用いたグループ活動の意思決定過程の観測手法の開発。 

４． 研究成果 

a) 実験による Google マップロケーション履歴を用いて同伴活動検出有効性の評価 

Google Maps マップロケーション履歴を用いて、ソーシャルネットワークにおける共同行動を特

定することの有効性を評価した。そのために、共同活動を含めた日常的な移動を模擬したスケジ

ュールを被験者に実行してもらう実験を行った。Android 端末では、4人組のグループ活動の検

出率は、時空間精度が最も厳しい基準で 22％であり、それほど厳しくないが運用可能な基準で

60％であった。iPhone は Android に比べ、精度の基準にかかわらず、著しく性能が劣っていた。

さらに、時空間精度の閾値が異なる場合のアクティビティ検出に影響を与える要因を評価する

ために、ロジットモデルを推定した。効果量については、場所の容積率（FAR）、活動時間、Android

端末比率、端末機種比率、目的地が屋外かどうか、グループサイズが共同活動検出確率に無視で

きない影響を与えたことを確認した。 

 

 



図１．異なる精度閾値、デバイスやグループサイズでの時空間精度の集計結果 

 

b) 活動参加を通じたソーシャルネットワーク発展過程のモデル化 

活動参加を通じた社会ネットワーク(SN)の内生的な形成過程を記述するための調査・モデ

ル・シミュレーション手法を提案した．  

 

図 2．活動参加を通じた社会的ネットワーク発展プロセスの概念図 

提案手法の特徴は，(1) 広く利用されている SN 調査手法と活動日誌調査との組み合わせと

いう実行可能性の高い調査の枠組みのもと，(2) SN 形成過程を部分的にしか観測できない

という調査上の限界を，モデル・シミュレーションアルゴリズムの工夫により克服すること

により，(3) 実データに基づき構築されたモデルから，母集団全体の SN の内生的形成過程

を記述できる枠組みを提示している点にある．さらに，来日直後の留学生を対象とした実証

分析を行い，留学生の社会ネットワーク形成に影響する要因を解明するとともに，シミュレ



ーション分析を通じて各種施策が社会ネットワーク形成に及ぼす影響を定量的に評価した． 

 

c) グループ効用を考慮した行動モデルの開発 

社会活動やレジャー活動は、仕事やメンテナンス活動に比べて、時間的・空間的な変動が高いと

いう特徴がある。本研究では、東京圏における自己中心ソーシャルネットワーク調査とグループ

活動調査のデータを用いて、グループレベルの移動抵抗を明示的に組み込んだ外食目的地選択

モデルを推定した。既往研究と同様に、所要時間が目的地選択に大きな影響を与えるが、グルー

プレベルの最大、平均や中央の所要時間の弾力性は、個人レベルの所要時間よりも大きいことが

わかった。さらに、エゴのみの移動抵抗を考慮したモデルに対して、グループレベルの移動抵抗

を考慮したモデルの予測力が２０％～３０％以上高いとわかった。この結果はグループレベル

の特性をモデルに組み込む必要性を明らかにした。 

  

図３．サンプルにおけるエゴ（ego）とオルター

（alter）の空間分布 

図４．様々な所要時間指標おける 

選択確率のシミュレーション 

 

d) テキストコミュニケーションを用いたグループ活動の意思決定過程の観測手法の開発。 

交通の分野では、共同行動の意思決定は、従来の行動モデルでは十分に説明できない。その主な

理由は、実証データの不足と、そもそもそのようなデータを収集することの難しさである。この

問題を解決するために、テキストを活用した集団意思決定過程の観測手法（x-GDP）を提案した。

この方法によって、結果（すなわち、選択された共同活動場所）だけでなく、選択肢集合を構成

する選択肢、選択過程に影響を与える可能性のある個人やグループ特性、さらに選択の背後にあ

る議論を含む意思決定過程そのものをテキストで観察することができるようになる。このよう

なプロセスを観察することで、研究者は、選択肢の重み付け、メンバーの相互作用、最終的な共

同選択の方法など、共同意思決定過程についてより深く理解することができる。首都圏における

ジョイント外食活動に焦点を当てた x-GDP 調査を実施した。これは知る限り、実験を通じて、集

団の共同移動の意思決定をリアルタイムで観察する最初の試みである。 

 

 



 

図５．x-GDP 実験の流れ 

 

 

図６．x-GDP で取集したデータの抜粋: 2a. LINE のチャット抜粋。2b. 活動当日の全メンバー

のスケジュール。2c. 個々に上位にランクした場所への OD ライン。 
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